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つくば市記者会 御中                         平成 30 年１月 11 日 

 

 茨城県つくば市 

 株式会社ＮＴＴデータ 

 株式会社クニエ 

日本電子計算株式会社 

自治体の RPA 活用推進に向けた共同研究を開始 
～つくば市で RPA の適用業務や効果を検証し，自治体での働き方改革の推進を目指す～ 

＜項目＞(あてはまるものすべてにチェック) 

□イベント・会議等の事前周知依頼   □イベント・会議等の取材依頼  

■イベント会議以外の事業の周知依頼  □参加者募集の告知依頼 

□その他（                        ） 

 

茨城県つくば市（以下：つくば市）と株式会社ＮＴＴデータ（以下：ＮＴＴデータ），

株式会社クニエ（以下：クニエ），日本電子計算株式会社（以下：ＪＩＰ）は，自治体が

RPA を効果的に活用できるよう，１月 11 日から共同研究を開始します。 

 

【背景】 

つくば市では，すでに民間では導入が進んでいる先端 ICT 技術が，まだ公共サービス

の分野では導入が進んでいないことに着目して，それらの技術を市民サービスの向上及

び行政課題の解決等に資する新しい製品やサービスの創出に結びつけるため，民間事業

者等と共創事業（つくばイノベーションスイッチ（注））を実施しています。 

今回，「RPA を活用した定型的で膨大な業務プロセスの自動化」を行政課題テーマに共

同研究者を募集し，つくば市による共同研究者選定会議によりＮＴＴデータグループと

共同研究することが決定しました。 

 

 
図１：つくばイノベーションスイッチイメージ 

 

 

全３枚（本紙含む） 
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【概要】 

つくば市は，行政ではまだ導入されていない技術の試験フィールド（自治体業務）を

提供し，ＮＴＴデータグループは，これまでの自治体向け基幹システムの開発で培った

自治体業務の理解を基礎として，RPA ソリューション「WinActor/WinDirector™（ウィン

アクター/ウィンディレクター）」とその適用に係るさまざまなノウハウやアイデアを提

供します。 

共同研究では，つくば市役所職員のアンケートやヒアリング結果をもとに，定型的か

つ膨大な作業量が発生する業務を抽出し，業務量，難易度，RPA の作業特性等を評価の上，

RPA ソフトの「WinActor/WinDirector」をつくば市の既存システムに導入し，職員の稼働

時間の削減効果やミスの軽減による業務品質向上等の改善効果の測定を行い，RPA の適合

可能性の高い業務や処理を分析します。将来的には，つくば市の RPA 活用をモデルケー

スとして，自治体向け RPA 支援プログラムを構築します。 

 

 
 

図２：RPA を活用した行政課題の解決イメージ 

 

【RPA ソリューション：Windows 操作ロボット「WinActor/WinDirector」概要】 

2010 年に日本電信電話株式会社の研究所が開発した技術をベースとする純国産の RPA

ソリューションで，提供パートナー開拓や技術研修教材作成等を，販売元のＮＴＴデー

タが担当しています。 

「WinActor」は完全日本語対応と分かりやすく，業務部門が自ら扱える操作容易性が

大きな強みです。導入後も業務の硬直化を招くことなく，業務部門主導で自動化率向上

の取り組みを継続的に実施できます。また，「WinDirector」は，「WinActor」で作成した

ロボットとロボットの動作シナリオをサーバ上で一元的に管理・統制できる上位のロボ

ット管理ソリューションで，多数のロボットを使って複数の動作シナリオを並行処理で

きます。 

 

【各社の役割】 

つくば市 ：行政フィールド（自治体業務），行政実務に関する知識，経験等の提供 

ＮＴＴデータ ：「WinActor/WinDirector」の提供，職員向け研修，RPA 動作シナリオ作成

等 

クニエ    ：RPA 適用業務の分析，導入効果検証，RPA 支援プログラム構築等 

ＪＩＰ    ：住民情報システム構築/運用ノウハウの提供，RPA 動作シナリオ作成等 
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【共同研究成果の公表について】 

つくば市とＮＴＴデータグループは共同し，4 月以降に今回の研究成果を公表する予定

です。 

 

【今後について】 

・つくば市 

本研究の結果を踏まえ，市役所のさまざまな業務への展開や共同研究の効果等を測

定したうえで，本格的な導入に向けての予算計上を検討していきます。さらに，研

究結果を公表することにより，同様の課題を持つ全国の自治体へ発信していきます。 

 

・ＮＴＴデータグループ 

今回の取り組みで得た知見を生かし，全国の自治体の業務効率化や働き方改革を支 

援していきます。 

 

 

 

（注）つくば公共サービス共創事業～つくばイノベーションスイッチ～ 

   http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/14216/14656/021556.html 

 

※「WinActor」は日本国内における株式会社ＮＴＴ-AT の登録商標です。 

※「WinDirector™」は日本国内における株式会社 NTT データの商標です。 

※その他の商品名，会社名，団体名は，各社の商標または登録商標です。 

 

 


